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大
阪
大
学
人
間
科
学
部

〔
一
九
八
八
年
三
月
〕

『
年
報
人
間
科
学
』
第
九
号

一
九

一
頁
-

一
九
九
頁

茅
野
良
男
教
授
研
究
業
績



茅
野
良
男
教
授
研
究
.業
績

著
書
デ
ィ
ル
タ
イ

一

有
斐
閣

昭
和

三
四
年
六
月

九
八
頁

歴
史
の
み
か
た

紀
伊
國
屋
書
店

昭
和
三
九
年

一
二
月

(
新
装
版

・
昭
和
五
五
年

一
月
)

二
三
二
頁

実
存
主
義
入
門

講
談
社

昭
和

四
三
年

=

月

二
七

一
頁

哲
学
的
人
間
学

・

塙
書
房

昭
和

四
四
年
九
月

二
七
七
頁

弁
証
法
入
門

講
談
社

昭
和

四
四
年

一
℃
月

二
八
五
頁

初
期

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学
形
成

東
京
大
学
出
版
会

昭
和
四
七
年
三
月

五
〇
亠ハ
頁

認
識
論
入
門

講
談
社

昭
和

四
入
年
三
月

二
二
七
頁

ド
イ

ツ
観
念
論
の
研
究

創
文
社

昭
和
五
〇
年
三
月

三
七
〇
頁

ハ
イ
デ
ガ
」
に
お
け
る
世
界

・
時
間

・
真
理

朝
日
出
版
社

昭
和
五
六
年

一
一
月

六

一
三
頁

ハ
イ
デ

ッ
ガ
i

講
談
社

昭
和

五
九
年

一
〇
月

三
三
七
頁

中
期

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
と
転
回

創
文
社

昭
和

六
〇
年

一
二
月

四
二
四
頁

論
文
ヤ
ス
ペ
ル
ス
σ
哲
学
的
信
仰

「哲
学
雑
誌
」
六
五
巻
七
〇
七
号

昭
和
二
五
年
七
月

六
七
-
九
二
頁

ヤ
ス
ペ
ル
ス
の
ニ
ー
チ

ェ
観

「
哲
学
雑
誌
」
六
五
巻
七
〇
八
号

昭
和
二
五
年
九
月

一
五
四
-

一
入
○
頁

存
在
と
実
存

「哲
学
雑
誌
」
六
七
巻
七

一
七
号

昭
和
二
七
年

一
二
月

四
亠バ
ー
六
五
頁

ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
の
二
i
チ
ェ
観

「
哲
学
雑
誌
」
六
八
巻
七
二

一
号

昭
和
二
九
年
三
月

二

一
-

五
五
頁

ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム

・
デ
ィ
ル
タ
イ
と
歴
史
の
問
題

「
哲
学
雑
誌
」
七

一
巻
七
三

一
号

昭
和
三

一
年
六
月

一
-

三
二
頁

有
限
性

の
問
題

「
北
海
学
園
論
集
」

一
号

昭
和
三

一
年
六
月

一
-

三
〇
頁

シ

エ
リ
ン
グ
初
期

の
思
索
と
ド
イ
ッ
観
念
論
の
展
開

「
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
」
六
号

昭
和
三
二
年
三
月

二
七
-
六
四
頁

有
限
性
と
時
間
性

」
「
北
海
学
園
論
集
」
二
号

昭
和
三
二
年
三
月

二
〇
1
五
四
頁

〒

チ
・

講
座

『
現
代
㊧
哲
学
』
箜

巻

塞

閣
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昭
和
三
三
年

一
月

四

一
-
六
九
頁

ニ
ー
チ

ェ
と

ニ
ヒ
リ
ス
ム
ス
の
問

題

「
現
代
思
潮
」
四
号

昭
和
三
三
年
四
月

四
六
ー
六

一
頁

歴
史
主
義

「哲
学
雑
誌
」
七

五
巻
七
四
三
号

昭
和
三
五
年
三
月

一
八
ー
三
八
頁

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル

・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル

「
理
想
」
三
二
七
号

・
昭
和
三
五
年
八
月

五
六
-
六

一
頁

歴
史
と
人
間

岩
崎
武
雄
編

『
哲
学
概
論
』

有
信
堂

昭
和
三
六
年
五
月

一
九
七
-

二
二
〇
頁

カ
ン
ト
と
人
間
の
問
題

「
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
」

一
〇
号

昭
和
三
六
年

一
一
月

一
五
-

六
三
頁

歴
史
的
知
識
の
論
理

「哲
学

雑
誌
」
七
七
巻
七
四
九
号

昭
和
三
七
年

一
〇
月

】
四
五
-

一
七
入
頁

ヤ
ス
パ
ー
ス
と

く
世
界
観
の
心
理
学
V

「実
存
主
義
」
二
七
号

昭
和
三
八
年
四
月

一
五
-

二
三
頁

フ
ィ
ヒ
テ
と
自
我

の
問
題

「
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
」

一
二
号

昭
和
三
九
年
三
月

三
七
ー

六
七
頁

へ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
観

「
理
想
」
三
七
七
号

昭
和
三
九
年

一
〇
月

五
四
-
六
六
頁

〈精
神
現
象
学
〉
以
前

「
哲
学
雑
誌
」
七
九
巻
七
五

一
号

昭
和
三
九
年

一
〇
月

三
九
-
七

一
頁

歴
史

の
叙
述
と
そ
の
論
理

日
本
哲
学
会

「
哲
学
」

一
五
号

昭
和
四
〇
年
三
月

四
〇
1

五
九
頁

近
世

の
人
間
観

岩
崎
武
雄
編

『
哲
学
』

有
信
堂

昭
和
四
〇
年

一
二
月

一
=
二
ー

=
二
五
頁

生
き
る
こ
と

・
考
え
る
こ
と

・
哲
学
す
る
こ
と

「
理
想
」
四
〇
四
号

昭
和
四
二
年

一
月

四

一
-

四
八
頁

ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
み
た
サ
ル
ト
ル

「実
存
主
義
」
三
九
号

昭
和
四
二
年
四
月

四
七
-

五
九
頁

現
代
哲
学

小
松
摂
郎
編

『
思
想
の
流
れ
』

文
林
書
院

昭
和
四
二
年
四
月

二
〇

一
-
二
三
五
頁

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
伝
統

日
本
倫
理
学
会

『
伝
統
』

理
想
社

昭
和
四
二
年

一
〇
月

五
九
「
九

一
頁

実
存

の
哲
学
に
つ
い
て
の

一
考
察

「哲
学
雑
誌
」
八
二
巻
七
五
四
号

昭
和
四
二
年

一
〇
月

七

一
-

一
〇
三
頁

文
化
と
欠
如
的
存
在
と
し
て
の
人
間

「
理
想
」
四

一
八
号

昭
和
四
三
年
三
月

三
八
ー
四
七
頁

了
解
の
問
題

岩
波
講
座

『
哲
学
』
第

一
二
巻

昭
和
四
三
年
四
月

二
九

一
i
三
二
七
頁

歴
史
と
は
何
か

「
理
想
」
四
三

一
号

昭
和
四
四
年
四
月

一
-
九
頁

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
大
学
論

「
実
存
主
義
」
四
七
号

昭
和
四
四
年
四
月

三
四
-

四
六
頁

実
存
哲
学

の
将
来
性

「
理
想
」
四
三
八
号

昭
和
四
四
年

=

月

一
-

一
一
頁

へ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
史
と
歴
史
哲
学

「
思
想
」
五
五
五
号
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昭
和
甌
五
年
四
月

八
ニ
ー

一
〇

一
頁

現
代
を
哲
学
す
る
こ
と

藤
田

・
茅
野

・
柏
原
編
著

『
現
代
の
哲
学
』

学
文
社

昭
和
四
五
年

一
〇
月

ニ
ー

一
二
頁

.

学
問
論

同
右

九
七
-

一
一
三
頁

実
存
哲
学
に
お
け
る
時
間

「数

理
科
学
」
九
九
号

昭
和
四
亠ハ
年
九
月

亠ハ
八
ー
七
二
頁

哲
学
史
の
哲
学

.茅
野

・
柏
原
編

著

『
哲
学
の
歴
史
』

学
文
社

旺
和
四
六
年

一
〇
月

ニ
ー
三

一
頁

情
態
性
と
し
て
の
気
分

講
座

『
実
存
主
義

』
第
四
巻

理
想
社

昭
和
四
七
年
七
月

三
五
ー
八
○
頁

価
値
と
生

日
本
倫
理
学
会

『価

値
』

理
想
社

昭
和
四
七
年

一・○
月

六
八
ー
七
二
頁

哲
学
の
日
本
語

「
言
語
」
二
巻

一
号

昭
和
四
八
年

一
月

一
九
-
二
七
頁

〈
英
国
倫
理
学
史
〉
に
つ
い
て

「
理
想
」

四
七
六
号

昭
和
四
八
年

一
月

五
四
-
五
五
頁

も
の

講
座

『
哲
学
』
第
二
巻

東
京
大
学
出
版
会

昭
和
四
八
年
三
月

三
-

四
九
頁

シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
ペ
シ
ミ
ス
ム

「
現
代
思
想
」

一
巻
四
号

昭
和
四
八
年
四
月

八
九
-

一
〇

一
頁

哲
学

へ
の
道

茅
野
編
著

『
哲
学

へ
の
道
」

学
文
社

昭
和
四
八
年
五
月

一
ー

四
二
頁

、

明
治
時
代
の
二
.ー
チ

ェ
解
釈

「
実
存
主
義
」
亠ハ
三
号

昭
和
四
八
年
六
月

二
ー

=
ハ
頁

解
釈
学
に

つ
い
て

「
英
語
文
学
世
界
」

昭
和
四
入
年
八
月

三
四
ー
三
七
頁

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

『筑
摩
世
界
文
学
大
系
』
第
三
二
巻
月
報

昭
和
四
入
年
八
月

イ

ェ
ー
ナ
時
代
の
ヘ
ー
ゲ
ル

「
現
代
思
想
」

一
巻

=

】号

昭
和
四
八
年

一
二
月

一
二
四
ー

=
二
九
頁

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
歴
史
性
の
問
題

「
理
想
」
四
八
八
号

昭
和
四
九
年

一
月

六
六
ー

八
○
頁

・

哲
学
的
人
間
学
と
は
何
か

「
現
代
の
エ
ス
プ
リ
」
八

一
号

昭
和
四
九
年
四
月

五
-

二
九
頁

ニ
ー
チ

ェ
と

ハ
イ
デ
ガ
ー

「
現
代
思
想
」
二
巻
亠ハ
号

昭
和
四
九
年
六
月

一
〇
二
ー

一
一
七
頁

日
本
に
お
け
る
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
i

『
シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
全
集
』
別
巻

白
水
社

昭
和
五
〇
年
四
月

二
七

一
-

三
〇
四
頁

哲
学
的
人
間
学
の
成
立
と
課
題

「
理
想
」
五
〇
四
号

・
昭
和
五
〇
年
五
月

二

一
-
三
八
頁

最
近
の
ド
イ
ツ
観
念
論
研
究
に
つ
い
て

「
U
P
」
三
二
号

昭
和
五
〇
年
六
月

二
三
-
三

一
頁

ド
イ

ツ
観
念
論
の
現
代
的
意
義

「
創
文
」
.
一
四

一
号

昭
和
五
〇
年
七
月

一
-

六
頁

イ

ェ
ー
ナ
と
シ

ェ
リ
ン
グ

「
理
想
」
五

一
〇
号

一195一



昭

和

五

〇
年

・=

月

七

七
-

七

八

頁

最

近

の

デ

ィ
.ル
タ

イ

研

究

に

つ

い

て

「
創

文

」

一
四

五
号

昭
和

五

〇

年

一

一
月

、、一
-

六

頁

ハ
イ

デ

ガ

ー

と

時

間

の

問

題

「
エ
ピ

ス

テ

ー

メ

i
」

一
巻

三

号

昭

和

五
〇

年

一
二
月

八

六
-

一
〇

三

頁

,
冖・

日

本

の

デ

ィ

ル

タ
イ

研

究

(
一
)

「
創

文

」

一
五

〇

号

..昭

和

五

一
年

五

月

一
-

六

頁

.

ド

イ

ツ
観

念

論

と

シ
、ヨ
ー

ペ

ン
.ハ
ウ

ア

ー

.

、「
実

存

主

義

」

七

六

号

.昭

和

五

一
年

六

月

一
八
ー

二
八

頁

日

本

の

デ

ィ

ル

タ
イ

研

究

(
二

)

一

「
創

文

」

一
五

一
号

昭

和

五

一
年

六

月

八
-

一
二
頁

マ
ル

テ

ィ

ン

・
パ
イ

デ

ガ

ー
を

悼

む

・

、「
現

代

思

想

」

四

巻

七

号

昭

和

五

、一
年

七

月

、
四

ニ
ー

四

四

頁

.

ハ
イ

デ

ガ

ト
と

.
へ
存

在

の
意

味

へ

の
問

い
〉

の
発

端

「
エ
ビ

ス
・テ

ー

メ

i

」

二

巻

八
号

昭

租

五

一
年

八

/

九

月

二

八

八
「

三

〇

三

頁

.
〈
在

在

の
意

味

〉
と

時

間

・
「
エ

ピ

ズ

ーテ

」

メ

ー
」

二

巻

一・
○

号

昭

和

、五

一
年

一
〇

月

二

五
七

-

二

七

六
頁

〈
世

界

に

在

る

こ

と

〉

の

時

間

的

意

味

「
エ
ピ

ス

テ

ー

メ

ー

」
、ご

巻

.一

一
号

昭

和

五

一
年

=

月

二

二

三
-

二

四

=
.一頁

パ

イ

デ

ガ

L
と

ニ
ー

チ

ェ

「
現

代

思
想

」

四
巻

一
二
号

昭
和

五

一
年

=

月

二

二

三
-

二

四

三

頁

ド

イ

ツ
観

念

論

と

ヘ
ー

ゲ

ル

「
情

況

」

一

一
月

臨

時

増

刊

号

昭

和

五

一
年

一
二
月

四

四
-・

六

〇

頁

『
デ

ア

・
シ

ュ
ピ

ー

ゲ

ル

』
誌

記

者

ア

ウ

グ

ス
タ

イ

ン

お

よ

び

ヴ

ォ
ル

フ
と

の

.対

話

.・
「
実

存

主

義

」

七

七

号

昭

和

五

一
年

=

月

五
七

ー

六

九

頁

〈
世

界

に

在

る

こ

と

〉

と

〈
存

在

の
意

味

〉

・

「
エ
ピ

ス

テ

ー

メ
i

」

三

巻

・一
号

昭

和

五

二
.年

一
月

二
六

八
ー

二

入

九

頁

一
九

三

〇

年

代

に

お

け

る

ハ
イ

デ
ガ

L

の
思

索

の
意

味

,

.
日
本

哲

学

会

.
「
哲

学

」

二

七

号

昭
和

五

二

年

五

月

三

五
-

五

四

頁

・

ド

イ

ツ
観

念

論

(
一
九

五
i

一
九

六

頁

)

カ

ン
ト

(
一
九

七
-

一
九

八
頁

Y

カ

ン
ト

『
純

粋

理
性

批

判

』
(
一
九

九

頁

)

カ

ン
ト

『
実

践

理
性

批

判

』

(
二

〇

〇

頁

)

カ

ン
ト

『
判

断

力

批

判

』
(
二

〇

一
頁

)

フ

ィ

ヒ

テ

(
二

〇

ニ
ー

二

〇

三

頁

)

生

の
哲

学

(
二

四

五
-

二

四

六

頁

)
.,

マ

ッ
ク

ス

・
シ

ェ

ー
ーラ

ー
-

哲

学

的

人

間

学

(
二

八

O
I

.二

八

、一
頁

)

.
生

松

・
木

田

.・
伊

藤

・
岩

田

編

『
西

洋

哲

学

史

の
基

礎

知

識

』

有

斐

閣

昭

和

五

二
年

六

月

'

.
ハ
イ

デ

ガ

ー
と

現

代

の
哲

学

.

、

『
ブ

リ

タ

ニ
カ

国

際

年

鑑

』

T

B

S

ブ

リ

タ

ニ
カ
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昭
和
五
二
年
六
月

三
〇

ニ
ー
三
〇
三
頁

歴
史
と
人
間

岩
崎

・
山
本
編

『新
版

・
哲
学
概
論
』

北
樹
出
版

昭
和
五
三
年
四
月

一
九
九
-

二
二
二
頁

近
世
の
人
間
観

岩
崎

・
山
本
編

『新
版

・・
哲
学
』

北
樹
出
版

一昭
和
五
三
年
四
月

一
二

一
」

一
四
四
頁

シ

ェ
リ
ン
グ
の
へ
ー
ゲ
ル
批
判

「
理
想
」
五
四
〇
号

昭
和
五
三
年
五
月

九
三
-

一
一
三
頁

『心
海
』

・
ケ
ー
ベ
ル

・
丸
山
通

一

『
人
類
の
知
的
遺
産
』
第

五
四
巻

『
ニ
ー
チ
ェ
』
月
報

昭
和
五
三
年
六
月

三
-

五
頁

へ
ー
ゲ
ル
の
体
系
構
成
に
関
す
る

一
孝
察

「
現
代
思
想
」
六
巻

一
六
号

昭
和
五
三
年

一
二
月

八
八
-

一
〇
四
頁

へ
ー
ゲ
ル
年
譜

・

同
右

四
二
七
-

四
四

一
頁

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
思
索
の
旋
回

〈
自
然
〉
〈人
間
〉
〈神
〉

「
現
代
思
想
」
七
巻

一
二
号

.

昭
和
五
四
年
九
月

一
八

三
ー

二
〇

一
頁

ハ
イ
デ
ガ
i
年
譜

同
右

三
二
九
-
三
五

三
頁

く自
覚
主
義
V
前
後

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第

一
四
巻
付
録

岩
波
書
店

昭
和
五
四
年

一
一
月

五
ー
九
頁

未
来
を
創
造
す
る
対
話

「
公
明
」
二
二
四
号

公
明
党
機
関
紙
局

昭
和
五
五
年
九
月

九
九
-

一
〇
九
頁

カ
ン
ト
と

へ
亅
ゲ
ル
(
一
四
五
i

一
四
七
頁
γ

権
力

へ
の
意
志
(
一
七
六
-

一
入

一
頁
)

渡
辺

一、西
尾
編

『
二
.ー
チ
」エ
物
語
』

有
斐
閣

昭
和
五
五
年
.一
二
月

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
思
索

の
転
回

の
端
初

(
上
)
・

「
現
代
思
想
」

九
巻

一
号

昭
和
五
六
年

一
月

二
二

一
-

二
三
九
頁

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
思
索
の
転
回
の
端
初

(
下
).」

「
現
代
思
想
」、
九
巻
二
号

昭
和
五
六
年
二
月

二
三
六
i

二
四
五
頁

実
存
哲
学
に
お
け
る
時
間

別
冊

「数
理
科
学
」

昭
和
五
六
年
四
月

=
二
二
i

一
三
七
頁

生
と
死

大
阪
大
学
放
送
講
座

『
生
き
る
』

昭
和
五
六
年
九
月

一
ー
九
頁

『
カ
ン
ト
と
ド
イ
ツ
観
念
論
』
の
形
成
過
程

『
岩
崎
武
雄
著
作
集
』・第
二
巻
解
説

.
新
地
書
房

昭
和
五
七
年

一
〇
月

三
五
四
ー
三
八
七
頁

『
善
の
研
究
』
に

つ
い
て

「本
」
七
巻

一
〇
号

昭
和
五
七
年

一
〇
月

三
〇
ー

三
三
頁

『
岩
崎
武
雄
著
作
集
』
の
こ
と

一
高
同
窓
会

「
向
陵
」
二
四
巻
二
号

昭
和
五
七
年

一
〇
月

九
ニ
ー
九
七
頁

『
善
の
研
究
』
の
初
出
誌
に

つ
い
て

「本
」
七
巻

一
二
号

昭
和
五
七
年

」一
二
月

三
四
-

三
七
頁
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ハ
イ
デ
ガ
ー
と
形
而
上
学

「
現
代
思
想
」

=

巻

一
号

昭
和
五
八
年

一
月

二

一
入
-

二
三
四
頁

哲
学
に
お
け
る
日
本
語
の
用
語
索

引

「書
誌
索
引
展
望
」
七
巻

一
号

昭
和
五
八
年
二
月

一
-

五
頁

金
沢

・
宇
ノ
気
行

「
創
文
」

二
三
〇
号

・
昭
和
五
八
年
三
月

一
五
-

一
九
頁

一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー

(
一
)

「現
代
思
想
」

一
一
巻

一
二
号

昭
和
五
八
年

一
二
月

二

一
四
-

二
四

一
頁

一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
ー

(
二
)

「
現
代
思
想
」

一
二
巻

一
号

昭
和
五
九
年

一
月

二
八
ニ
ー

二
九
五
頁

一「九
四
〇
年
代
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ガ
i

(
三
)

「
現
代
思
想
」

一
二
巻

五
号

昭
和
五
九
年
五
月
.
二

四
ニ
ー
二
五
五
頁

一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
ハ
イ
デ

ガ
ー

(
四
)

「
現
代
思
想
」

一
二
巻
亠ハ
号

昭
和
五
九
年
六
月

二

四
九
ー
二
六
七
頁

土
田
杏
村
覚
え
書
き

「
図
書
」
四
四
二
号

昭
和
六

一
年
六
月

一
四
ー

一
九
頁
・

実
存
と
超
越

新
岩
波
講
座

『
哲
学
』
第

一
六
巻

昭
和
六

一
年
入
月

一
二

一
1

=
ハ
○
頁

日
本
の
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究

日
本
デ
ィ
ル
タ
イ
協
会

「
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
」

一
号

昭
和
六
二
年
七
月

五
三
-

六
四
頁

西
田
幾
多
郎
初
期

の
思
索
を
め
ぐ

っ
て

茅
野

・
大
橋
編

『
西
田
哲
学
』

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

昭
和
六
二
年

一
一
月

五
五
-
八
四
頁

翻
訳

ニ
ー
チ

ェ

『曙
光
』

『
ニ
ー
チ

ェ
全
集
』
第
七
巻

理
想
社

昭
和
三
七
年

一
一
月

(新
装
版

・
昭
和
五
五
年
四
月
)

五

一
入
頁

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
正
編

(
一
)

『
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
全
集
』
第
二
巻

白
水
社

昭
和
四
七
年

一
一
月

(新
装
版

・・
昭
和
五
〇
年
九
月
)

三
〇
七
頁

冖共
訳
]

シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー

『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
正
編

(
二
)

『
シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
全
集
』
第
三
巻

白
水
社

昭
和
四
八
年
七
月

(新
装
版

・
昭
和
五
〇
年
九
月
)

四

一
四
頁

[
共
訳
]

シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
i

『
意
志
と
表
象
と
し
て
の
世
界
』
正
編

(三
)

『
シ

ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
全
集
』
第
四
巻

白
水
社

昭
和
四
九
年
五
月

(新
装
版

・
昭
和
五
〇
年

一
〇
月
)

三

一
二
頁

シ

ェ
リ
ン
グ

「
ブ
ル
ー
ノ
」

『世
界
の
名
著
』
続
九

『
フ
ィ
ヒ
テ

・
シ

ェ
リ
ン
グ
』
中
央
公
論
社
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昭
和
四
九
年
九
月

(新
装
版

・
昭
和

五
五
年
五
月
)

六
五
四
頁

ジ
ン
メ
ル

『
生
の
哲
学
』

『
ジ
ン
メ
ル
著
作
集
』
第

九
巻

白
水
社

昭
和
五
二
年

=

月

三

一
六
頁

ガ
ー
ダ

マ
i
他

『
哲
学
的
人
間
学
』

ガ
ー
ダ

マ
i
/
フ
ォ
ー
グ

ラ
ー
編

・
講
座

『現
代

の
人
間
学
』

第
七
巻

(茅
野
編

・
監
修

)
白
水
社

昭
和
五
四
年
六
月

三
五
〇
頁

W
.
ビ
ー
メ
ル

『
ハ
イ
デ
ガ
i
』

理
想
社

昭
和
六

一
年
五
月

二
八
三
頁

[監
訳
]

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー

『
杣
径
』

『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
i
全
集
』
第
五
巻

創
文
社

昭
和
六
三
年

編
著

藤
田
健
治

・
茅
野
良
男

・
柏
原
啓

一
編
著

『現
代
の
哲
学
』

学
文
社

昭
和
四
五
年

一
〇
月

(新
装
版

・
北
樹
出
版

昭
和
五
四

年

一
二
月
)

三
亠ハ
六
頁

茅
野
良
男

・
柏
原
啓

一
編
著

『哲
学

の
歴
史
』

学
文
社

昭
和
四
六
年

一
〇
月

(新
装
版

・
北
樹
出
版

昭
和
六
〇

年
四
月
)

三
九
〇
頁

茅
野
良
男
編
著

『
哲
学

へ
の
道
』

学
文
社

昭
和
四
八
年
五
月

(
新
装
版

・
北
樹
出
版

昭
和
五
四
年

一
一
且
)

三
〇
〇
頁

茅
野
良
男
編
集

・
解
説

『
人
間
学
と

は
何
か
』
(「現
代
の
エ
ス
プ
リ
」
八

一
号
)

至
文
堂

昭
和
四
九
年
四
月

二

一
二
頁

茅
野
良
男

・
大
橋
良
介
編
著

『西
田
哲
学
』

ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房

昭
相
亠ハ
ニ
年

一
一
月

四
〇
二
頁

*
そ
の
他
、
新
聞
、
雑
誌
、
辞
典
等

へ
の
寄
稿
お
よ
び
書
評
等

一
〇
〇
編
余

余
り
。
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